
　令和６年１０月９日熊本県町村議会議員研修会が行われ、全議員が出席しました。今回
は大正大学 江藤俊昭氏を講師に、議会改革による「議員のなり手不足」打開の道～「住民
自治の根幹」としての議会の作動～と題し、オンライン形式での講演会でした。
　内容は、深刻な議員のなり手不足の現状や、その課題解決の方法、また女性議員を増や
すための対策などが話され、これからの議会運営にとって、とても有意義な研修となりま
した。

議員研修を行いました
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議員活動の一コマ

　今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
パ
リ
五
輪

が
開
催
さ
れ
日
本
は
45
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
海
外
開
催
で
最
多
獲
得
だ
っ
た
。
近
年
で

は
勝
者
だ
け
が
注
目
さ
れ
優
勝
者
以
外
は
敗

者
だ
と
言
う
が
、
結
果
だ
け
が
す
べ
て
だ
ろ

う
か
、
目
標
に
挑
ん
だ
過
程
は
決
し
て
無
駄

に
は
な
ら
ず
、
得
ら
れ
る
も
の
は
多
く
あ

り
、
そ
の
後
の
人
生
の
糧
に
も
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。

　今
年
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
が
、
結
果
だ

け
に
こ
だ
わ
る
の
が
農
産
物
で
あ
る
。

　稲
作
り
は
夏
場
の
出
穂
期
を
迎
え
る
た

め
、
高
温
障
害
の
対
策
と
し
て
品
種
改
良
な

ど
が
進
め
ら
れ
、
ど
う
に
か
高
温
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
。

　G
I
制
度
登
録
を
受
け
た
特
産
の
“
や
ま

え
栗
”
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
収
穫
量
が
少

な
く
、
猛
暑
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近

年
の
温
暖
化
は
今
後
も
生
育
に
影
響
を
与
え

て
行
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動

の
中
、
あ
る
程
度
高
温
に
強
い
品
種
改
良
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　毎
年
収
穫
す
る
農
産
物
、
結
果
を
求
め
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
日
頃
か
ら
の
生
育
管

理
が
重
要
で
、
そ
の
過
程
が
大
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
収
穫
量
と
質
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。【
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江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
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令和６年度球磨人吉中体連駅伝競走大会（10月11日）令和６年度球磨人吉中体連駅伝競走大会（10月11日）

山江村議会だより

令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
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定例会・研修報告

〇やまえ栗生産向上推進員の報酬、旅費の増額
　について

〇球磨神楽保存補助金の新規計上について

〇栗の生産状況の調査を委員さんへ同行いただ
　くため、増額した。

〇令和２年７月豪雨により被災した球磨神楽の
　衣装新調等に係る補助金。各市町村から補助。

一般会計補正予算

答　弁質　疑
西 議員 産業振興課長

〇給食センター新設検討委員会の報酬、旅費の
　増額について

〇会議回数を１回増やしたこと、更に委員を１
　名追加したことにより増額した。

白川 議員 教育課長

教育課長

令和６年度町村議会広報研修会
　令和６年度町村議会広報研修会が令和 6年９月２５日、ニッショーホール（東京都）にて開
催されました。読まれる議会広報紙の作り方や、埼玉県寄居町議会における議会広報だよりの
作り方など、多岐にわたる講義を受講してきました。

【特集】令和５年度決算

（国）
（県）

そ
の
他

繰
入
金

県
支
出
金

村
税

そ
の
他

村
税

県
支
出
金

繰
入
金

4％

5％ 4％ 4％

5％ 5％

村債
7％

村債
8％

繰越金
13％

国庫支出金
22％

地方交付税
36％

繰越金
20％

国庫支出金
23％

地方交付税
35％

令和４年度

令和５年度

ˌԨᲰࡈ࠱඀ሞǜᛑܮᲜƃཏᨽƄƃཏᨽƄ
　令和６年９月９日から 13 日まで、山江村議会９月定例会が開催され、その中で令和５年度一般会
計及び特別会計決算が認定となり、令和４年度を下回る決算となりました。令和４年度決算との比較
をしてみましょう。

　令和４年度の歳入が53億1,495万円でしたので、5,174万円の減となりました。減額の主な要因と
して、村債の減（昨年度比79.7％）、繰入金の減（昨年度比84.9％）があげられます。主な名称の
説明については、以下のとおりです。

歳入　52億6,321万円

項　　目 説　　　明 令和５年度決算額

地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金

村 債

繰 入 金

それぞれの市町村の財政格差を小さくするため、国
から支給されるもの。使い道は自由。

義務教育や道路整備など特定の費用の一部として、
国や県から支給されるもの。使い道が決まっている。

19億1,460万円

11億5,477万円
２億5,418万円

３億4,250万円

２億2,983万円

国などからの借入金

基金（いわゆる預金）等を一部取り崩し、繰り入
れるもの。
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議会定例会

令和 6年第 5回山江村議会定例会
　令和６年９月９日から１３日までの５日間、第５回定例会が開催され、人事案件や決算認定な
ど以下のことが決まりました。

山江村教育委員会委員の任命

氏　名：廣田　昭信 氏
任　期：令和６年１０月１日～令和１０年９月３０日

職務内容

　教育委員会は、学校その他の教育機関を管理し、学校の組織編制、教育課程、教科書その他の
教材の取扱及び教育職員の身分に関する事務を行い、並びに社会教育その他教育、学術及び文化
に関する事務を管理し及びこれを執行する。委員は４人。

専決処分事項の承認

令和５年度一般会計・特別会計決算の認定

淡島日暮橋の災害復旧に伴う配水管布設事業を本年８月中に施工する必要が生じたため以下のと
おり承認した。

・一般会計決算
・国民健康保険事業決算
・簡易水道事業決算
・農業集落排水事業決算

・介護保険事業決算
・後期高齢者医療事業決算
・ケーブルテレビ事業決算

令和６年度山江村一般会計補正予算（第２号）
令和６年７月の大雨による村道の災害復旧について、緊急に予算措置する必要が生じたため以下
の通り承認した。

令和６年度山江村簡易水道事業会計補正予算（第１号）

歳 出

歳 入 村　　　債

災害復旧費

3,500千円

3,500千円

建設改良事業債

建設改良費

1,000千円

1,000千円支 出

収 入

【特集】令和５年度決算

総務費
21％

総務費
20％

災害復旧費
19％

災害復旧費
19％

民生費
16％

8％ 7％ 7％ 8％ 5％ 5％ 3％ 1％

10％ 8％ 8％ 7％ 4％ 4％ 3％ 1％

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

教
育
費

教
育
費

衛
生
費

衛
生
費

公
債
費

公
債
費

土
木
費

土
木
費

商
工
費

消
防
費

消
防
費

商
工
費

令和４年度

令和５年度

　令和５年度の歳出が45億2,427万円でしたので、１億1,891万円の減となりました。減額の主なも
のとして、農林水産業費が１億838万円の減（昨年度比77.3％）、教育費が4,453万円の減（昨年度
比88.4％）でした。歳入から歳出を差し引くと７億3,895万円（形式収支額）となります。それか
ら翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許等）8,611万円を差し引いた金額６億5,284万円（実質収
支）が令和５年度決算となりました。
　尚、特別会計の収支については以下の通りです。

※公債費・・・国などから借入れした分の元利返済金

歳出　45億2,427万円

民生費
15％

国民健康保険事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

４億 707 万円

１億 3,768 万円

１億 7,096 万円

５億 5,220 万円

4,664 万円

5,404 万円

３億 8,785 万円

１億 1,410 万円

１億 3,179 万円

４億 8,079 万円

4,471 万円

5,196 万円

※1,923 万円

2,358 万円

3,917 万円

7,141 万円

193 万円

※207 万円

会　計 歳　入 歳　出 差　引　額

（※四捨五入による誤差が生じる場合があります）
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西　孝恒 議員

村政を問う！ 一般質問 QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

問

問答

答

　
J
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
村
民
の
安
全
を
守

る
た
め
村
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　
山
江
村
で
も
「
山
江
村
国

民
保
護
計
画
」
を
作
っ
て
い

て
１
５
０
ペ
ー
ジ
位
に
わ
た

る
。
有
事
の
際
は
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
責
務
が
あ
る
。
J
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
時
は
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
危
機
感
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
例

え
ば
先
月
の
日
向
灘
地
震
の

際
に
発
令
さ
れ
た
が
、
人
的

被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
住

民
の
方
へ
注
意
喚
起
を
行
い

被
害
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　
尚
、
J
ア
ラ
ー
ト
は
有
事

の
際
確
実
な
機
能
が
必
要
な

た
め
年
4
回
情
報
伝
達
試
験

を
行
っ
て
い
る
。

　
本
村
小
中
学
校
に
於
い
て

子
ど
も
達
が
学
校
に
い
る
時
、

ま
た
登
下
校
中
に
J
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き

か
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
。

害
訓
練
や
避
難
行
動
の
指
導
徹

底
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
来
客
さ
れ
る
方
へ
の
職
員

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
窓
口

職
員
を
中
心
に
積
極
的
に
声

を
か
け
て
案
内
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
の
で
総
合
窓

口
は
設
け
て
い
な
い
。

表
示
を
置
く
（
ま
た
は
掛
け

る
）
こ
と
で
よ
り
優
し
い
雰

囲
気
に
な
る
の
で
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
。

答　
文
部
科
学
省
、
県
教
育
委
員

会
の
通
達
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
受
け
学
校
に
指
導
の
徹
底
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
で
は
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

子
ど
も
達
へ
指
導
し
て
い
る
。

　
屋
内
で
は
机
の
下
に
も
ぐ
る

な
ど
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
。
登
下
校
中
は
近
く
の
家

や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
避

難
さ
せ
て
も
ら
う
等
指
導
し
て

い
る
。
低
学
年
は
下
校
時
が
早

い
の
で
、
地
域
の
力
が
不
可
欠

と
思
う
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

最
近
災
害
が
多
発
し
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
災

問　
本
庁
舎
へ
来
庁
の
方
に
対

す
る
受
付
対
応
状
況
の
在
り

方
に
つ
い
て
。

問　
来
庁
さ
れ
る
方
の
な
か
に

は
、
不
慣
れ
な
方
や
、
初
心

者
の
方
、
ま
た
村
外
か
ら
も

来
ら
れ
る
と
思
う
。
出
入
口

の
関
係
で
現
在
も
殆
ど
健
康

福
祉
課
の
方
に
受
付
な
ど
難

で
す
が
、
そ
の
付
近
に
案
内

答　
常
に
目
を
配
り
な
が
ら
対

応
を
心
掛
け
て
い
る
。
さ
ら

に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

来
庁
の
方
に
好
意
を
も
っ
て

頂
け
る
様
、
再
認
識
し
積
極

的
な
対
応
に
心
が
け
た
い
。

　
案
内
表
示
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

■ J アラート発令時国民保護法に
　　基づく村の取り組みについて
　　■ 役場庁舎の
　　　　　窓口サービスについて

村政を問う！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

　
場
所
は
、
山
江
砕
石
鉱
業

か
ら
上
流
の
大
塚
養
鶏
場
さ

ん
前
付
近
で
、
道
路
の
山
側
、

法
尻
に
土
砂
が
堆
積
し
、
道

路
幅
員
も
狭
く
な
り
、
草
も

生
え
、
毎
年
６
月
に
実
施
す

る
美
化
作
業
も
た
い
へ
ん
苦

　
速
や
か
に
現
地
状
況
確
認

し
、
早
期
の
土
砂
撤
去
を
検

討
す
る
。(

県
の
回
答)

労
し
て
い
る
と
地
元
か
ら
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
土
砂
撤
去
等
の
考
え
は

あ
る
の
か
、(

県
の
方
針
を)

　
水
無
出
口
か
ら
熊
の
原
方
面

で
す
が
、
令
和
２
年
の
災
害
か

ら
４
年
が
経
ち
、
大
川
内
地
区

の
方
々
も
仮
設
住
宅
を
退
去
さ

れ
自
宅
に
帰
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
道
路
で
あ
る
県

道
は
、
工
事
車
両
等
の
影
響
も

あ
り
、
か
な
り
、
路
面
が
傷
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

補
修
・
舗
装
等
の
考
え
は
あ
る

の
か
、(

県
の
方
針
を)

発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。

災
害
復
旧
工
事
施
工
中
で
あ

る
の
で
、
そ
の
進
捗
を
踏
ま

え
、
実
施
す
る
。(

県
の
回
答)

　
県
も
把
握
し
て
い
て
、
本

年
10
月
以
降
に
舗
装
工
事
の

立道　徹 議員

■ 県道相良人吉線について
　■ 県道坂本人吉線について
　　■ 村道涼松横手線について

答答 問

問

人吉方面より（議会中に着工済）尾崎方面より（議会中に着工済）

　
舗
装
が
剥
げ
、
路
面
が
傷
ん

で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
災
害
復
旧
工
事
車
両
・
木

材
運
搬
車
両
の
通
行
の
影
響
も

あ
る
と
思
う
が
、
傷
ん
だ
箇
所

の
補
修
・
舗
装
等
の
考
え
は
な

い
か
。
こ
れ
ま
で
、
村
道
柚
木

川
内
日
当
線
も
工
事
で
通
行
で

き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
村
道
は
通
行
し
や
す
い
よ

う
な
道
路
に
お
願
い
し
た
い
。

問　
国
・
県
の
補
助
事
業
や
交

付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

補
修
等
を
検
討
し
て
い
く
。

答

村道涼松横手線　道路路面状況①村道涼松横手線　道路路面状況②

※

他
に
「
山
江
村
伝
統
芸

能
継
続
継
承
に
つ
い
て
」

「
特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い

て
」
質
問
し
た
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■ 鳥獣類の被害対策
　　■ 空き家等の現状と対策

白川　俊博 議員

問

答

答 　
近
年
の
鳥
獣
別
に
よ
る
捕

獲
数
は
。

問　
捕
獲
数
が
多
い
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
令
和
５
年
度
行
政

区
別
の
捕
獲
数
は
。（
上
位
の

　
現
在
ま
で
に
延
べ
13
件
、

個
人
の
財
産
で
権
利
も
あ
り

課
題
も
多
い
。

答　
空
き
家
を
解
体
し
て
土
地

を
提
供
し
、
新
し
く
家
を
建

て
る
と
い
う
空
き
家
の
マ
ッ

チ
ン
グ
は
非
常
に
難
し
い
。

今
年
度
か
ら
の
解
体
へ
の
補

助
制
度
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
優
先
的
に
進
め
る
。
空
き

家
周
辺
の
除
草
・
樹
木
の
伐

採
助
成
等
は
、
次
の
過
程
で

検
討
す
る
。

答　
空
き
家
改
修
補
助
の
利
用

は
現
在
ま
で
な
い
。
土
地
購

入
補
助
は
令
和
元
年
度
に
３

件
実
施
、
空
き
家
解
体
補
助

は
今
年
度
か
ら
、
現
在
４
件

の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

シカ
イノシシ
サル
アナグマ
カラス

824
340
12
86
5

968
544
31
91
7

1043
270
17
87
5

行政区
16 区
15 区
12 区

捕獲頭数
286
243
190

R3 R4 R5
【シカ】

行政区
12 区
16 区
15 区
10 区

捕獲頭数
39
39
38
37

【イノシシ】

問　
近
年
で
は
集
落
近
く
の
農

地
ま
で
被
害
を
受
け
て
い
る
。

電
柵
や
網
や
テ
ー
プ
な
ど
で

防
除
策
を
と
っ
て
い
る
が
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
繁
殖

域
が
広
が
る
鳥
獣
保
護
区
と

い
っ
た
捕
獲
規
制
区
域
も
要

因
で
は
な
い
か
、
本
村
の
保

護
区
な
ど
規
制
さ
れ
て
い
る

区
域
の
現
状
は
。

答

答　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
は
な

い
。
銃
器
使
用
禁
止
区
域
が

章
鹿
倉
台
地
を
中
心
に
規
制

さ
れ
て
い
る
。

問　
銃
器
使
用
禁
止
区
の
縮
小
な

ど
部
分
的
な
解
除
は
可
能
か
。

答　
規
制
区
域
指
定
を
行
っ
て

い
る
熊
本
県
の
判
断
と
な
る
。

　
ま
た
、
農
作
物
等
被
害
対

策
は
防
護
柵
等
の
設
置
も
検

討
し
て
頂
き
た
い
。

答　
令
和
３
年
度
に
調
査
を
実

施
し
た
。
対
象
１
８
２
件
、

居
住
活
用
可
能
１
２
４
件
、

居
住
不
可
58
件
、
危
険
空
き

家
55
件
。

問　
近
年
、
空
き
家
の
調
査
は

実
施
さ
れ
た
か
現
状
を
伺
う
。

問　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
か
ら
改
善
措
置

の
指
導
を
さ
れ
た
と
思
う
が
、

近
年
の
対
応
件
数
な
ど
状
況

を
伺
う
。

問　
空
き
家
の
有
効
活
用
と
し

て
、
空
き
家
土
地
活
用
促
進

問　
空
き
家
は
、
近
隣
へ
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
敷
地
内
の

樹
木
等
の
処
理
へ
の
経
費
助

成
の
考
え
は
。

事
業
を
進
め
て
い
る
が
内
容

を
伺
う

一般質問

【単位：頭・羽】

増え続けている空き家鳥獣類が潜む章鹿倉台地QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

村政を問う！ 一般質問

増水している井手ノ口地区河川

■ 井手ノ口地区河川氾濫、
　　　　越水対策について
　■ 命のバトン設置状況について

久保山 直巳 議員

問

問

答

答

　
井
手
ノ
口
地
区
、
自
治
会

館
周
辺
は
、
山
田
川
へ
西
川

内
川
が
合
流
し
て
い
る
最
も

危
険
と
思
わ
れ
る
。
近
年
の

度
重
な
る
豪
雨
に
対
応
で
き

る
河
川
周
辺
の
越
水
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
十
数
年
前
に
公
民
館
付
近

で
山
田
川
の
水
が
越
水
し
た

と
い
う
情
報
に
つ
い
て
は
既

に
県
に
伝
え
て
い
る
。
ま
ず

越
水
の
実
態
を
調
査
し
た
上

で
、
治
水
対
策
や
人
的
被
害

防
止
の
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
べ
き
か
、
県
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答　
地
域
内
で
の
自
主
的
な
開

放
を
お
願
い
し
た
も
の
で
開

放
状
況
の
把
握
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
エ
ア
コ
ン

の
使
用
電
気
代
補
助
に
つ
い

て
も
自
治
会
、
区
長
に
自
主

的
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
。

負
担
増
と
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

　
冷
房
施
設
の
あ
る
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
し

た
施
設
を
一
般
に
開
放
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
村
で
の
暑
さ
対
策
、
自
治

会
館
の
開
放
状
況
と
自
治
会

問　
緊
急
搬
送
時
で
の
医
療
機

関
の
情
報
、
命
の
バ
ト
ン
設

置
状
況
、
及
び
緊
急
時
に
必

要
な
情
報
を
入
れ
た
ケ
ー
ス

を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
万
が
一

　
令
和
５
年
度
で
、
村
内
１

１
６
世
帯
１
２
５
名
の
お
宅

の
冷
蔵
庫
ま
た
は
別
の
場
所

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

バ
ト
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

　
実
際
救
急
搬
送
時
、
活
用

実
績
も
あ
る
。
ま
た
、
周
知

に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
で
も
あ
る
の
で
提

案
の
趣
旨
を
繋
げ
て
行
く
。

※

他
に
「
過
去
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
」

「
特
殊
詐
欺
及
び
終
身
サ

ポ
ー
ト
相
談
に
つ
い
て
」

質
問
し
た

の
と
き
に
備
え
る
事
業
、
本

村
の
設
置
状
況
及
び
地
区
茶

話
会
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

で
の
全
体
周
知
で
き
な
い
か

伺
う
。

館
エ
ア
コ
ン
使
用
料
の
補
助

が
出
来
な
い
か
伺
う
。
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村政を問う！ 一般質問 QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

■ 石蔵拠点整備事業の概要は
　■ DX 推進で村民生活は
　　　　　　　　　どう変わる
　　■ 一丸地区農業用水対応は

北田　愛介 議員

問

問答

答

　
本
年
度
石
蔵
拠
点
整
備
事

業
費
約
７
，
７
０
０
万
円
強

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
整
備
目
的
と
期
待
さ

れ
る
効
果
を
伺
う

　
大
元
は
産
業
振
興
を
や
り

た
い
。
直
売
所
を
作
り
栗
の

集
出
荷
を
す
る
。
そ
の
中
に

は
民
間
企
業
も
手
を
挙
げ
て

い
る
の
で
、
民
間
の
活
力
も

活
用
し
な
が
ら
産
業
の
振
興

を
図
る
。
そ
の
ほ
か
防
災
の

拠
点
と
な
り
得
な
い
か
、
公

園
の
施
設
も
持
ち
た
い
。
い

ろ
ん
な
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
。
周
り
に
は
文
化
施

設
、
高
寺
院
、
大
王
神
社
な

ど
教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て

出
来
な
い
か
。
今
回
G
I
登

録
さ
れ
た
や
ま
え
栗
を
テ
ー

マ
と
し
て
拠
点
整
備
し
、
賑

わ
い
を
つ
く
っ
て
い
ろ
ん
な

産
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
相
当
の
事
業
費
が
必
要

と
な
る
が
、
財
源
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
学
術
的
と
か
技
術
的
な
も

の
で
は
な
く
い
か
に
そ
れ
を

活
用
し
て
暮
ら
し
を
便
利
に

す
る
か
、
村
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
活
用
す
る
か
だ

と
思
う
。
山
江
村
と
し
て
は
、

村
民
の
方
々
が
I
C
T
と
か

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
村
が
住
み

よ
い
村
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
結
論
だ
と
思
っ
て
い
る
。

村
民
の
方
々
が
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
て
地
域
社
会
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

推
進
し
て
い
く
。

デジタルは暮らしをより便利にする道具

答　
土
地
の
造
成
は
起
債
や
基

金
を
活
用
す
る
。
本
体
工
事

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を

財
源
と
し
て
事
業
を
進
め
る
。

問　
本
村
に
お
け
る
業
務
や
村

民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
そ
の
先
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
お
い
て
、
村
民

の
生
活
を
ど
う
変
え
て
い
く

の
か
、
変
わ
る
の
か
基
本
的

な
考
え
方
を
伺
う

問　
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
D
X
推

進
に
よ
る
恩
恵
を
村
民
誰
も

が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
将

来
的
に
は
各
家
庭
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
も

ら
う
効
果
を
し
っ
か
り
把
握

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

答　
堰
の
代
表
者
と
事
務
局
で

水
不
足
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
今
後
地
域
計
画

を
策
定
す
る
う
え
で
補
助
事

業
が
出
来
な
い
か
検
討
し
て

い
く
。

問　
一
丸
地
区
の
農
業
用
水
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
の
か
伺
う

一般質問

■ 認知症を防ぎ
　　　地域で支える対策を！
　　■ 村職員の姿勢・挨拶と
　　　　　　　接遇態度について

横谷　巡議員

問

問

答

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
関
わ
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

あ
る
が
、
本
村
の
現
状
は

答　
認
知
症
と
診
断
を
さ
れ
た

方
は
１
１
３
名
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
に
入
所
の
方
が
71

名
、
合
計
１
８
４
名
で
あ
る
。

　
認
知
症
が
増
え
て
い
く
な
か
、

認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
え
る

入
所
施
設
の
整
備
の
考
え
は

　
第
九
期
高
齢
者
福
祉
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
委
員
か
ら

も
、
必
要
性
の
意
見
を
頂
い
て

お
り
、３
年
後
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。 第７区認知症サポーター養成講座の一コマ

問　
症
状
が
軽
い
方
、
自
覚
症
状

の
な
い
方
の
対
策
は

答　
早
期
発
見
の
取
組
み
と
し

て
、
地
域
巡
回
型
の
介
護
予

防
検
診
の
実
施
、
予
防
に
つ

い
て
は
、
介
護
予
防
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

問　
認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く

し
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支

え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

状
況
は

答　
小
中
学
校
の
子
ど
も
、
地

域
の
方
を
対
象
に
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
毎
年
行
い
、

令
和
５
年
度
は
１
０
８
名
の

受
講
実
績
で
あ
る
。
活
動
状

況
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
に
よ
り
、

第
７
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
を

村
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
村
民
か
ら
多
様
に
期
待
さ
れ

る
職
員
と
し
て
、
窓
口
や
庁
舎

内
外
で
人
と
接
す
る
時
の
挨
拶

や
接
遇
態
度
に
つ
い
て
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
職
員
の
基
本
で
あ
り
、
一
人

の
職
員
の
マ
ナ
ー
が
組
織
全
体

の
印
象
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
庁
舎
内
外
で
の
言
動
等
の

自
覚
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
実

践
し
、
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
と

接
遇
、
そ
し
て
声
を
か
け
て
案

内
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

職
員
は
住
民
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
、

対
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
業
務
に
専

念
し
て
い
き
た
い
。
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村政を問う！ 一般質問 QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

■ 石蔵拠点整備事業の概要は
　■ DX 推進で村民生活は
　　　　　　　　　どう変わる
　　■ 一丸地区農業用水対応は

北田　愛介 議員

問

問答

答

　
本
年
度
石
蔵
拠
点
整
備
事

業
費
約
７
，
７
０
０
万
円
強

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

施
設
の
整
備
目
的
と
期
待
さ

れ
る
効
果
を
伺
う

　
大
元
は
産
業
振
興
を
や
り

た
い
。
直
売
所
を
作
り
栗
の

集
出
荷
を
す
る
。
そ
の
中
に

は
民
間
企
業
も
手
を
挙
げ
て

い
る
の
で
、
民
間
の
活
力
も

活
用
し
な
が
ら
産
業
の
振
興

を
図
る
。
そ
の
ほ
か
防
災
の

拠
点
と
な
り
得
な
い
か
、
公

園
の
施
設
も
持
ち
た
い
。
い

ろ
ん
な
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
。
周
り
に
は
文
化
施

設
、
高
寺
院
、
大
王
神
社
な

ど
教
育
文
化
の
拠
点
と
し
て

出
来
な
い
か
。
今
回
G
I
登

録
さ
れ
た
や
ま
え
栗
を
テ
ー

マ
と
し
て
拠
点
整
備
し
、
賑

わ
い
を
つ
く
っ
て
い
ろ
ん
な

産
業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
相
当
の
事
業
費
が
必
要

と
な
る
が
、
財
源
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
学
術
的
と
か
技
術
的
な
も

の
で
は
な
く
い
か
に
そ
れ
を

活
用
し
て
暮
ら
し
を
便
利
に

す
る
か
、
村
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
活
用
す
る
か
だ

と
思
う
。
山
江
村
と
し
て
は
、

村
民
の
方
々
が
I
C
T
と
か

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
村
が
住
み

よ
い
村
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
結
論
だ
と
思
っ
て
い
る
。

村
民
の
方
々
が
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
て
地
域
社
会
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

推
進
し
て
い
く
。

デジタルは暮らしをより便利にする道具

答　
土
地
の
造
成
は
起
債
や
基

金
を
活
用
す
る
。
本
体
工
事

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を

財
源
と
し
て
事
業
を
進
め
る
。

問　
本
村
に
お
け
る
業
務
や
村

民
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
そ
の
先
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
お
い
て
、
村
民

の
生
活
を
ど
う
変
え
て
い
く

の
か
、
変
わ
る
の
か
基
本
的

な
考
え
方
を
伺
う

問　
村
の
デ
ジ
タ
ル
化
D
X
推

進
に
よ
る
恩
恵
を
村
民
誰
も

が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
将

来
的
に
は
各
家
庭
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
活
用
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
も

ら
う
効
果
を
し
っ
か
り
把
握

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

答　
堰
の
代
表
者
と
事
務
局
で

水
不
足
対
策
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
今
後
地
域
計
画

を
策
定
す
る
う
え
で
補
助
事

業
が
出
来
な
い
か
検
討
し
て

い
く
。

問　
一
丸
地
区
の
農
業
用
水
問

題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
の
か
伺
う

一般質問

■ 認知症を防ぎ
　　　地域で支える対策を！
　　■ 村職員の姿勢・挨拶と
　　　　　　　接遇態度について

横谷　巡議員

問

問

答

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
関
わ
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

あ
る
が
、
本
村
の
現
状
は

答　
認
知
症
と
診
断
を
さ
れ
た

方
は
１
１
３
名
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
に
入
所
の
方
が
71

名
、
合
計
１
８
４
名
で
あ
る
。

　
認
知
症
が
増
え
て
い
く
な
か
、

認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
え
る

入
所
施
設
の
整
備
の
考
え
は

　
第
九
期
高
齢
者
福
祉
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
委
員
か
ら

も
、
必
要
性
の
意
見
を
頂
い
て

お
り
、３
年
後
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。 第７区認知症サポーター養成講座の一コマ

問　
症
状
が
軽
い
方
、
自
覚
症
状

の
な
い
方
の
対
策
は

答　
早
期
発
見
の
取
組
み
と
し

て
、
地
域
巡
回
型
の
介
護
予

防
検
診
の
実
施
、
予
防
に
つ

い
て
は
、
介
護
予
防
、
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

問　
認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く

し
、
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支

え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

状
況
は

答　
小
中
学
校
の
子
ど
も
、
地

域
の
方
を
対
象
に
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
毎
年
行
い
、

令
和
５
年
度
は
１
０
８
名
の

受
講
実
績
で
あ
る
。
活
動
状

況
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
に
よ
り
、

第
７
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
協
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
を

村
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
村
民
か
ら
多
様
に
期
待
さ
れ

る
職
員
と
し
て
、
窓
口
や
庁
舎

内
外
で
人
と
接
す
る
時
の
挨
拶

や
接
遇
態
度
に
つ
い
て
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

答　
職
員
の
基
本
で
あ
り
、
一
人

の
職
員
の
マ
ナ
ー
が
組
織
全
体

の
印
象
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
庁
舎
内
外
で
の
言
動
等
の

自
覚
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
実

践
し
、
気
持
ち
の
良
い
挨
拶
と

接
遇
、
そ
し
て
声
を
か
け
て
案

内
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

職
員
は
住
民
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
、

対
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
業
務
に
専

念
し
て
い
き
た
い
。
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■ 鳥獣類の被害対策
　　■ 空き家等の現状と対策

白川　俊博 議員

問

答

答 　
近
年
の
鳥
獣
別
に
よ
る
捕

獲
数
は
。

問　
捕
獲
数
が
多
い
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
令
和
５
年
度
行
政

区
別
の
捕
獲
数
は
。（
上
位
の

　
現
在
ま
で
に
延
べ
13
件
、

個
人
の
財
産
で
権
利
も
あ
り

課
題
も
多
い
。

答　
空
き
家
を
解
体
し
て
土
地

を
提
供
し
、
新
し
く
家
を
建

て
る
と
い
う
空
き
家
の
マ
ッ

チ
ン
グ
は
非
常
に
難
し
い
。

今
年
度
か
ら
の
解
体
へ
の
補

助
制
度
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
優
先
的
に
進
め
る
。
空
き

家
周
辺
の
除
草
・
樹
木
の
伐

採
助
成
等
は
、
次
の
過
程
で

検
討
す
る
。

答　
空
き
家
改
修
補
助
の
利
用

は
現
在
ま
で
な
い
。
土
地
購

入
補
助
は
令
和
元
年
度
に
３

件
実
施
、
空
き
家
解
体
補
助

は
今
年
度
か
ら
、
現
在
４
件

の
相
談
が
あ
っ
て
い
る
。

シカ
イノシシ
サル
アナグマ
カラス

824
340
12
86
5

968
544
31
91
7

1043
270
17
87
5

行政区
16 区
15 区
12 区

捕獲頭数
286
243
190

R3 R4 R5
【シカ】

行政区
12 区
16 区
15 区
10 区

捕獲頭数
39
39
38
37

【イノシシ】

問　
近
年
で
は
集
落
近
く
の
農

地
ま
で
被
害
を
受
け
て
い
る
。

電
柵
や
網
や
テ
ー
プ
な
ど
で

防
除
策
を
と
っ
て
い
る
が
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
繁
殖

域
が
広
が
る
鳥
獣
保
護
区
と

い
っ
た
捕
獲
規
制
区
域
も
要

因
で
は
な
い
か
、
本
村
の
保

護
区
な
ど
規
制
さ
れ
て
い
る

区
域
の
現
状
は
。

答

答　
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
は
な

い
。
銃
器
使
用
禁
止
区
域
が

章
鹿
倉
台
地
を
中
心
に
規
制

さ
れ
て
い
る
。

問　
銃
器
使
用
禁
止
区
の
縮
小
な

ど
部
分
的
な
解
除
は
可
能
か
。

答　
規
制
区
域
指
定
を
行
っ
て

い
る
熊
本
県
の
判
断
と
な
る
。

　
ま
た
、
農
作
物
等
被
害
対

策
は
防
護
柵
等
の
設
置
も
検

討
し
て
頂
き
た
い
。

答　
令
和
３
年
度
に
調
査
を
実

施
し
た
。
対
象
１
８
２
件
、

居
住
活
用
可
能
１
２
４
件
、

居
住
不
可
58
件
、
危
険
空
き

家
55
件
。

問　
近
年
、
空
き
家
の
調
査
は

実
施
さ
れ
た
か
現
状
を
伺
う
。

問　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
か
ら
改
善
措
置

の
指
導
を
さ
れ
た
と
思
う
が
、

近
年
の
対
応
件
数
な
ど
状
況

を
伺
う
。

問　
空
き
家
の
有
効
活
用
と
し

て
、
空
き
家
土
地
活
用
促
進

問　
空
き
家
は
、
近
隣
へ
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
敷
地
内
の

樹
木
等
の
処
理
へ
の
経
費
助

成
の
考
え
は
。

事
業
を
進
め
て
い
る
が
内
容

を
伺
う

一般質問

【単位：頭・羽】

増え続けている空き家鳥獣類が潜む章鹿倉台地QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

村政を問う！ 一般質問

増水している井手ノ口地区河川

■ 井手ノ口地区河川氾濫、
　　　　越水対策について
　■ 命のバトン設置状況について

久保山 直巳 議員

問

問

答

答

　
井
手
ノ
口
地
区
、
自
治
会

館
周
辺
は
、
山
田
川
へ
西
川

内
川
が
合
流
し
て
い
る
最
も

危
険
と
思
わ
れ
る
。
近
年
の

度
重
な
る
豪
雨
に
対
応
で
き

る
河
川
周
辺
の
越
水
対
策
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
十
数
年
前
に
公
民
館
付
近

で
山
田
川
の
水
が
越
水
し
た

と
い
う
情
報
に
つ
い
て
は
既

に
県
に
伝
え
て
い
る
。
ま
ず

越
水
の
実
態
を
調
査
し
た
上

で
、
治
水
対
策
や
人
的
被
害

防
止
の
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
べ
き
か
、
県
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答　
地
域
内
で
の
自
主
的
な
開

放
を
お
願
い
し
た
も
の
で
開

放
状
況
の
把
握
は
お
こ
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
エ
ア
コ
ン

の
使
用
電
気
代
補
助
に
つ
い

て
も
自
治
会
、
区
長
に
自
主

的
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
。

負
担
増
と
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

　
冷
房
施
設
の
あ
る
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
し

た
施
設
を
一
般
に
開
放
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
村
で
の
暑
さ
対
策
、
自
治

会
館
の
開
放
状
況
と
自
治
会

問　
緊
急
搬
送
時
で
の
医
療
機

関
の
情
報
、
命
の
バ
ト
ン
設

置
状
況
、
及
び
緊
急
時
に
必

要
な
情
報
を
入
れ
た
ケ
ー
ス

を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
万
が
一

　
令
和
５
年
度
で
、
村
内
１

１
６
世
帯
１
２
５
名
の
お
宅

の
冷
蔵
庫
ま
た
は
別
の
場
所

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

バ
ト
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

　
実
際
救
急
搬
送
時
、
活
用

実
績
も
あ
る
。
ま
た
、
周
知

に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
で
も
あ
る
の
で
提

案
の
趣
旨
を
繋
げ
て
行
く
。

※

他
に
「
過
去
に
発
生
し

た
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
」

「
特
殊
詐
欺
及
び
終
身
サ

ポ
ー
ト
相
談
に
つ
い
て
」

質
問
し
た

の
と
き
に
備
え
る
事
業
、
本

村
の
設
置
状
況
及
び
地
区
茶

話
会
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等

で
の
全
体
周
知
で
き
な
い
か

伺
う
。

館
エ
ア
コ
ン
使
用
料
の
補
助

が
出
来
な
い
か
伺
う
。
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西　孝恒 議員

村政を問う！ 一般質問 QR コードで各議員の一般質問の動画がご覧になれます。

問

問答

答

　
J
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
村
民
の
安
全
を
守

る
た
め
村
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
。

　
山
江
村
で
も
「
山
江
村
国

民
保
護
計
画
」
を
作
っ
て
い

て
１
５
０
ペ
ー
ジ
位
に
わ
た

る
。
有
事
の
際
は
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
責
務
が
あ
る
。
J
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
時
は
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
危
機
感
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
例

え
ば
先
月
の
日
向
灘
地
震
の

際
に
発
令
さ
れ
た
が
、
人
的

被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
住

民
の
方
へ
注
意
喚
起
を
行
い

被
害
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

　
尚
、
J
ア
ラ
ー
ト
は
有
事

の
際
確
実
な
機
能
が
必
要
な

た
め
年
4
回
情
報
伝
達
試
験

を
行
っ
て
い
る
。

　
本
村
小
中
学
校
に
於
い
て

子
ど
も
達
が
学
校
に
い
る
時
、

ま
た
登
下
校
中
に
J
ア
ラ
ー

ト
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ
き

か
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
。

害
訓
練
や
避
難
行
動
の
指
導
徹

底
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
来
客
さ
れ
る
方
へ
の
職
員

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
窓
口

職
員
を
中
心
に
積
極
的
に
声

を
か
け
て
案
内
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
の
で
総
合
窓

口
は
設
け
て
い
な
い
。

表
示
を
置
く
（
ま
た
は
掛
け

る
）
こ
と
で
よ
り
優
し
い
雰

囲
気
に
な
る
の
で
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
。

答　
文
部
科
学
省
、
県
教
育
委
員

会
の
通
達
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
受
け
学
校
に
指
導
の
徹
底
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
で
は
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

子
ど
も
達
へ
指
導
し
て
い
る
。

　
屋
内
で
は
机
の
下
に
も
ぐ
る

な
ど
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
。
登
下
校
中
は
近
く
の
家

や
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
避

難
さ
せ
て
も
ら
う
等
指
導
し
て

い
る
。
低
学
年
は
下
校
時
が
早

い
の
で
、
地
域
の
力
が
不
可
欠

と
思
う
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

最
近
災
害
が
多
発
し
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
災

問　
本
庁
舎
へ
来
庁
の
方
に
対

す
る
受
付
対
応
状
況
の
在
り

方
に
つ
い
て
。

問　
来
庁
さ
れ
る
方
の
な
か
に

は
、
不
慣
れ
な
方
や
、
初
心

者
の
方
、
ま
た
村
外
か
ら
も

来
ら
れ
る
と
思
う
。
出
入
口

の
関
係
で
現
在
も
殆
ど
健
康

福
祉
課
の
方
に
受
付
な
ど
難

で
す
が
、
そ
の
付
近
に
案
内

答　
常
に
目
を
配
り
な
が
ら
対

応
を
心
掛
け
て
い
る
。
さ
ら

に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

来
庁
の
方
に
好
意
を
も
っ
て

頂
け
る
様
、
再
認
識
し
積
極

的
な
対
応
に
心
が
け
た
い
。

　
案
内
表
示
は
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

■ J アラート発令時国民保護法に
　　基づく村の取り組みについて
　　■ 役場庁舎の
　　　　　窓口サービスについて

村政を問う！ 一般質問 ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原稿
のまま掲載しています

　
場
所
は
、
山
江
砕
石
鉱
業

か
ら
上
流
の
大
塚
養
鶏
場
さ

ん
前
付
近
で
、
道
路
の
山
側
、

法
尻
に
土
砂
が
堆
積
し
、
道

路
幅
員
も
狭
く
な
り
、
草
も

生
え
、
毎
年
６
月
に
実
施
す

る
美
化
作
業
も
た
い
へ
ん
苦

　
速
や
か
に
現
地
状
況
確
認

し
、
早
期
の
土
砂
撤
去
を
検

討
す
る
。(

県
の
回
答)

労
し
て
い
る
と
地
元
か
ら
の

声
も
上
が
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
土
砂
撤
去
等
の
考
え
は

あ
る
の
か
、(

県
の
方
針
を)

　
水
無
出
口
か
ら
熊
の
原
方
面

で
す
が
、
令
和
２
年
の
災
害
か

ら
４
年
が
経
ち
、
大
川
内
地
区

の
方
々
も
仮
設
住
宅
を
退
去
さ

れ
自
宅
に
帰
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
道
路
で
あ
る
県

道
は
、
工
事
車
両
等
の
影
響
も

あ
り
、
か
な
り
、
路
面
が
傷
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

補
修
・
舗
装
等
の
考
え
は
あ
る

の
か
、(

県
の
方
針
を)

発
注
準
備
を
進
め
て
い
る
。

災
害
復
旧
工
事
施
工
中
で
あ

る
の
で
、
そ
の
進
捗
を
踏
ま

え
、
実
施
す
る
。(

県
の
回
答)

　
県
も
把
握
し
て
い
て
、
本

年
10
月
以
降
に
舗
装
工
事
の

立道　徹 議員

■ 県道相良人吉線について
　■ 県道坂本人吉線について
　　■ 村道涼松横手線について

答答 問

問

人吉方面より（議会中に着工済）尾崎方面より（議会中に着工済）

　
舗
装
が
剥
げ
、
路
面
が
傷
ん

で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、
災
害
復
旧
工
事
車
両
・
木

材
運
搬
車
両
の
通
行
の
影
響
も

あ
る
と
思
う
が
、
傷
ん
だ
箇
所

の
補
修
・
舗
装
等
の
考
え
は
な

い
か
。
こ
れ
ま
で
、
村
道
柚
木

川
内
日
当
線
も
工
事
で
通
行
で

き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
村
道
は
通
行
し
や
す
い
よ

う
な
道
路
に
お
願
い
し
た
い
。

問　
国
・
県
の
補
助
事
業
や
交

付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

補
修
等
を
検
討
し
て
い
く
。

答

村道涼松横手線　道路路面状況①村道涼松横手線　道路路面状況②

※

他
に
「
山
江
村
伝
統
芸

能
継
続
継
承
に
つ
い
て
」

「
特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い

て
」
質
問
し
た
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議会定例会

令和 6年第 5回山江村議会定例会
　令和６年９月９日から１３日までの５日間、第５回定例会が開催され、人事案件や決算認定な
ど以下のことが決まりました。

山江村教育委員会委員の任命

氏　名：廣田　昭信 氏
任　期：令和６年１０月１日～令和１０年９月３０日

職務内容

　教育委員会は、学校その他の教育機関を管理し、学校の組織編制、教育課程、教科書その他の
教材の取扱及び教育職員の身分に関する事務を行い、並びに社会教育その他教育、学術及び文化
に関する事務を管理し及びこれを執行する。委員は４人。

専決処分事項の承認

令和５年度一般会計・特別会計決算の認定

淡島日暮橋の災害復旧に伴う配水管布設事業を本年８月中に施工する必要が生じたため以下のと
おり承認した。

・一般会計決算
・国民健康保険事業決算
・簡易水道事業決算
・農業集落排水事業決算

・介護保険事業決算
・後期高齢者医療事業決算
・ケーブルテレビ事業決算

令和６年度山江村一般会計補正予算（第２号）
令和６年７月の大雨による村道の災害復旧について、緊急に予算措置する必要が生じたため以下
の通り承認した。

令和６年度山江村簡易水道事業会計補正予算（第１号）

歳 出

歳 入 村　　　債

災害復旧費

3,500千円

3,500千円

建設改良事業債

建設改良費

1,000千円

1,000千円支 出

収 入

【特集】令和５年度決算

総務費
21％

総務費
20％

災害復旧費
19％

災害復旧費
19％

民生費
16％

8％ 7％ 7％ 8％ 5％ 5％ 3％ 1％

10％ 8％ 8％ 7％ 4％ 4％ 3％ 1％

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
費

教
育
費

教
育
費

衛
生
費

衛
生
費

公
債
費

公
債
費

土
木
費

土
木
費

商
工
費

消
防
費

消
防
費

商
工
費

令和４年度

令和５年度

　令和５年度の歳出が45億2,427万円でしたので、１億1,891万円の減となりました。減額の主なも
のとして、農林水産業費が１億838万円の減（昨年度比77.3％）、教育費が4,453万円の減（昨年度
比88.4％）でした。歳入から歳出を差し引くと７億3,895万円（形式収支額）となります。それか
ら翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許等）8,611万円を差し引いた金額６億5,284万円（実質収
支）が令和５年度決算となりました。
　尚、特別会計の収支については以下の通りです。

※公債費・・・国などから借入れした分の元利返済金

歳出　45億2,427万円

民生費
15％

国民健康保険事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

４億 707 万円

１億 3,768 万円

１億 7,096 万円

５億 5,220 万円

4,664 万円

5,404 万円

３億 8,785 万円

１億 1,410 万円

１億 3,179 万円

４億 8,079 万円

4,471 万円

5,196 万円

※1,923 万円

2,358 万円

3,917 万円

7,141 万円

193 万円

※207 万円

会　計 歳　入 歳　出 差　引　額

（※四捨五入による誤差が生じる場合があります）
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定例会・研修報告

〇やまえ栗生産向上推進員の報酬、旅費の増額
　について

〇球磨神楽保存補助金の新規計上について

〇栗の生産状況の調査を委員さんへ同行いただ
　くため、増額した。

〇令和２年７月豪雨により被災した球磨神楽の
　衣装新調等に係る補助金。各市町村から補助。

一般会計補正予算

答　弁質　疑
西 議員 産業振興課長

〇給食センター新設検討委員会の報酬、旅費の
　増額について

〇会議回数を１回増やしたこと、更に委員を１
　名追加したことにより増額した。

白川 議員 教育課長

教育課長

令和６年度町村議会広報研修会
　令和６年度町村議会広報研修会が令和 6年９月２５日、ニッショーホール（東京都）にて開
催されました。読まれる議会広報紙の作り方や、埼玉県寄居町議会における議会広報だよりの
作り方など、多岐にわたる講義を受講してきました。

【特集】令和５年度決算

（国）
（県）

そ
の
他

繰
入
金

県
支
出
金

村
税

そ
の
他

村
税

県
支
出
金

繰
入
金

4％

5％ 4％ 4％

5％ 5％

村債
7％

村債
8％

繰越金
13％

国庫支出金
22％

地方交付税
36％

繰越金
20％

国庫支出金
23％

地方交付税
35％

令和４年度

令和５年度

ˌԨᲰࡈ࠱඀ሞǜᛑܮᲜƃཏᨽƄƃཏᨽƄ
　令和６年９月９日から 13 日まで、山江村議会９月定例会が開催され、その中で令和５年度一般会
計及び特別会計決算が認定となり、令和４年度を下回る決算となりました。令和４年度決算との比較
をしてみましょう。

　令和４年度の歳入が53億1,495万円でしたので、5,174万円の減となりました。減額の主な要因と
して、村債の減（昨年度比79.7％）、繰入金の減（昨年度比84.9％）があげられます。主な名称の
説明については、以下のとおりです。

歳入　52億6,321万円

項　　目 説　　　明 令和５年度決算額

地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金

村 債

繰 入 金

それぞれの市町村の財政格差を小さくするため、国
から支給されるもの。使い道は自由。

義務教育や道路整備など特定の費用の一部として、
国や県から支給されるもの。使い道が決まっている。

19億1,460万円

11億5,477万円
２億5,418万円

３億4,250万円

２億2,983万円

国などからの借入金

基金（いわゆる預金）等を一部取り崩し、繰り入
れるもの。
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　令和６年１０月９日熊本県町村議会議員研修会が行われ、全議員が出席しました。今回
は大正大学 江藤俊昭氏を講師に、議会改革による「議員のなり手不足」打開の道～「住民
自治の根幹」としての議会の作動～と題し、オンライン形式での講演会でした。
　内容は、深刻な議員のなり手不足の現状や、その課題解決の方法、また女性議員を増や
すための対策などが話され、これからの議会運営にとって、とても有意義な研修となりま
した。

議員研修を行いました

発
行

：

山
江
村
議
会

編
集

：

広
報
編
集
特
別
委
員
会

熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大
字
山
田
甲
１
３
５
６-

１

☎(

０
９
６
６)

２
３-

３
４
０
１ 

FAX(

０
９
６
６)

２
４-

５
６
６
９

山
江
村
域
内
電
話

☎
２
３-

３
４
０
１

山
江
村
議
会
だ
よ
り
「
ま
る
お
か
」  

第 

94 

号

議員活動の一コマ

　今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
パ
リ
五
輪

が
開
催
さ
れ
日
本
は
45
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
海
外
開
催
で
最
多
獲
得
だ
っ
た
。
近
年
で

は
勝
者
だ
け
が
注
目
さ
れ
優
勝
者
以
外
は
敗

者
だ
と
言
う
が
、
結
果
だ
け
が
す
べ
て
だ
ろ

う
か
、
目
標
に
挑
ん
だ
過
程
は
決
し
て
無
駄

に
は
な
ら
ず
、
得
ら
れ
る
も
の
は
多
く
あ

り
、
そ
の
後
の
人
生
の
糧
に
も
な
っ
て
い
る

と
聞
く
。

　今
年
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
た
が
、
結
果
だ

け
に
こ
だ
わ
る
の
が
農
産
物
で
あ
る
。

　稲
作
り
は
夏
場
の
出
穂
期
を
迎
え
る
た

め
、
高
温
障
害
の
対
策
と
し
て
品
種
改
良
な

ど
が
進
め
ら
れ
、
ど
う
に
か
高
温
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
。

　G
I
制
度
登
録
を
受
け
た
特
産
の
“
や
ま

え
栗
”
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
収
穫
量
が
少

な
く
、
猛
暑
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近

年
の
温
暖
化
は
今
後
も
生
育
に
影
響
を
与
え

て
行
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動

の
中
、
あ
る
程
度
高
温
に
強
い
品
種
改
良
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　毎
年
収
穫
す
る
農
産
物
、
結
果
を
求
め
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
日
頃
か
ら
の
生
育
管

理
が
重
要
で
、
そ
の
過
程
が
大
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
収
穫
量
と
質
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。【

山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本

　田

　り
か

委 

　

 

員
／
白

　川

　俊
博

久
保
山

　直
巳

 

北

　田

　愛
介

（
文

　責

　白
川

　俊
博
）

№94

令和６年度球磨人吉中体連駅伝競走大会（10月11日）令和６年度球磨人吉中体連駅伝競走大会（10月11日）

山江村議会だより

令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
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